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関西電力株式会社 
高浜発電所第４号機 

 
構造、強度又は漏えいに係る 

使用前検査実施要領書 

 
設 備 名 ： 原子炉冷却系統設備 
 
系 統 名 ： 一次冷却材の循環設備 

  蒸気発生器 
 

要領書番号：原規規収第 1912252 号 01 

 

令和元年１２月 

原子力規制委員会 
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Ⅳ 検査範囲 
１ 検査対象設備及び範囲 

  検査対象設備及び検査範囲は、工事計画に記載された下記の設備とする。 
 

高浜発電所第４号機 
 原子力設備 

名称 個数 
原子炉冷却系統設備 

一次冷却材の循環設備 
蒸気発生器※ 

 
３ 
 

※：メカニカルプラグ取付伝熱管はＡ蒸気発生器伝熱管１本(Ｘ:８５ 
Ｙ:２)、Ｂ蒸気発生器伝熱管１本(Ｘ:９２ Ｙ:８)及びＣ蒸気発生

器伝熱管３本(Ｘ:４５ Ｙ:５，Ｘ:５２ Ｙ:９，Ｘ:９１ Ｙ:４)で
ある。 

 
２ 工事計画認可・届出関係 
 

届出番号 
（届出年月日） 

関原発第３５８号 
（２０１９年１１月１５日） 

上記以降の変更については、検査時に使用前検査申請書の変更申請により確認

する。 
 
Ⅴ 検査方法 

１ 共通事項 

（１）使用前検査申請書の確認 

  ① 検査前確認事項 

   a 本検査に係る使用前検査申請書（変更申請を含む。）が準備されている

ことを確認する。使用前検査成績書の「３ 検査申請」に申請番号（変

更申請番号を含む。）を記載する。 

   b 検査をする工事の工程及び期日が申請書どおりであることを確認する。 

c 工事計画の届出番号の記載が適切であることを確認する。 
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 ２ 検査手順 

原子炉等規制法第４３条の３の１１に基づく使用前検査が終了していること

及び電気事業法に基づき届出された工事計画の内容が原子炉等規制法に基づき

届出された工事計画の内容と同一であることを確認する。 
 
Ⅵ 判定基準 

工事が電気事業法に基づき届出された工事計画に従って行われたものであるこ

と。 
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別紙１ 
 
 
 

関西電力株式会社 
高浜発電所第４号機 

 
構造、強度又は漏えいに係る 

使用前検査成績書 
 
 

 
設 備 名 ：原子炉冷却系統設備 
 
系 統 名 ：一次冷却材の循環設備 
        蒸気発生器 

 
 

要領書番号：原規規収第 1912252 号 01 

 
 
 
 
 

    年  月 

原子力規制委員会 
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使用前検査成績書 
 
１ 発電所名    関西電力株式会社 高浜発電所第４号機 
 
２ 検査の種類   構造、強度又は漏えいに係る使用前検査 
 
３ 検査申請    使用前検査申請番号 

 
 
４ 検査期日    自     年  月  日 
          至     年  月  日 
 
５ 検査場所    原子力規制委員会原子力規制庁 
           東京都港区六本木１－９－９ 六本木ファーストビル 

関西電力株式会社 高浜発電所 
福井県大飯郡高浜町田ノ浦 

 
６ 検査範囲    高浜発電所第４号機 

原子力設備 
原子炉冷却系統設備 

一次冷却材の循環設備 
蒸気発生器※    ３個 

※：メカニカルプラグ取付伝熱管はＡ蒸気発生器伝熱管

１本(Ｘ:８５ Ｙ:２)、Ｂ蒸気発生器伝熱管１本(Ｘ:９
２ Ｙ:８)及びＣ蒸気発生器伝熱管３本(Ｘ:４５ Ｙ:
５，Ｘ:５２ Ｙ:９，Ｘ:９１ Ｙ:４)である。 

 
７ 判定基準    工事が電気事業法に基づき届出された工事計画に従って行われ

たものであること。 
 
８ 検査結果 
 
９ 検査実施者   電気工作物検査官 

                  印 
 
 電気工作物検査官 

                  印 
 



   

 
 

 

 

 

 

 

関西電力株式会社 

高浜発電所第４号機 
 

原子炉の臨界反応操作を開始 

することができる状態になった時に係る 

使用前検査実施要領書 
 

 

 

設 備 名 ： 原子炉冷却系統設備 

 

系 統 名 ： 一次冷却材の循環設備 

  蒸気発生器 

 

要領書番号 ： 原規規収第 1912252 号 02 

 

 

 

 

 

令和元年１２月 

原子力規制委員会
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Ⅳ 検査範囲 

１ 検査対象設備及び範囲 

  検査対象設備及び検査範囲は、工事計画に記載された下記の設備とする。 

 

高浜発電所第４号機 

 原子力設備 

名称 個数 

原子炉冷却系統設備 

一次冷却材の循環設備 

蒸気発生器※ 

 

３ 

 

※：メカニカルプラグ取付伝熱管はＡ蒸気発生器伝熱管１本(Ｘ:８５ 

Ｙ:２)、Ｂ蒸気発生器伝熱管１本(Ｘ:９２ Ｙ:８)及びＣ蒸気発生

器伝熱管３本(Ｘ:４５ Ｙ:５，Ｘ:５２ Ｙ:９，Ｘ:９１ Ｙ:４)で

ある。 

 

２ 工事計画認可・届出関係 

 

届出番号 

（届出年月日） 

関原発第３５８号 

（２０１９年１１月１５日） 

上記以降の変更については、検査時に使用前検査申請書の変更申請により確認す

る。 
 

Ⅴ 検査方法 

１ 共通事項 

（１）使用前検査申請書の確認 

  ① 検査前確認事項 

   a 本検査に係る使用前検査申請書（変更申請を含む。）が準備されていることを

確認する。使用前検査成績書の「３ 検査申請」に申請番号（変更申請番号を

含む。）を記載する。 

   b 検査をする工事の工程及び期日が申請書どおりであることを確認する。 

c 工事計画の届出番号の記載が適切であることを確認する。 
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 ２ 検査手順 

原子炉等規制法第４３条の３の１１に基づく使用前検査が終了していること及び電気

事業法に基づき届出された工事計画の内容が原子炉等規制法に基づき届出された工事計

画の内容と同一であることを確認する。 

 

Ⅵ 判定基準 

工事が電気事業法に基づき届出された工事計画に従って行われたものであること。 
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別紙１ 

 

 

 

 

関西電力株式会社 

高浜発電所第４号機 
 

原子炉の臨界反応操作を開始 

することができる状態になった時に係る 

使用前検査成績書 
 

 

 

設 備 名 ： 原子炉冷却系統設備 

 

系 統 名 ： 一次冷却材の循環設備 

  蒸気発生器 

 

 

要領書番号 ： 原規規収第 1912252 号 02 

 

 

 

 

    年  月 

原子力規制委員会 
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使用前検査成績書 

 

１ 発電所名    関西電力株式会社 高浜発電所第４号機 

 

２ 検査の種類   原子炉の臨界反応操作を開始することができる状態になった時に係

る使用前検査 

 

３ 検査申請    使用前検査申請番号 

 

４ 検査期日    自     年  月  日 

          至     年  月  日 

 

５ 検査場所    原子力規制委員会原子力規制庁 

           東京都港区六本木１－９－９ 六本木ファーストビル 

  関西電力株式会社 高浜発電所 

   福井県大飯郡高浜町田ノ浦 

 

６ 検査範囲    高浜発電所第４号機 

原子力設備 

原子炉冷却系統設備 

一次冷却材の循環設備 

蒸気発生器※    ３個 

※：メカニカルプラグ取付伝熱管はＡ蒸気発生器伝熱管１本

(Ｘ:８５ Ｙ:２)、Ｂ蒸気発生器伝熱管１本(Ｘ:９２ Ｙ:

８)及びＣ蒸気発生器伝熱管３本(Ｘ:４５ Ｙ:５，Ｘ:５２ 

Ｙ:９，Ｘ:９１ Ｙ:４)である。 

 

７ 判定基準    工事が電気事業法に基づき届出された工事計画に従って行われたも

のであること。 

 

８ 検査結果 

 

９ 検査実施者   電気工作物検査官 

                  印 

電気工作物検査官 

                  印 



   

 
 

 

 

 

 

 

関西電力株式会社 

高浜発電所第４号機 
 

工事の計画に係る全ての 

工事が完了した時に係る 

使用前検査実施要領書 
 

 

 

設 備 名 ： 原子炉冷却系統設備 

 

系 統 名 ： 一次冷却材の循環設備 

  蒸気発生器 

 

要領書番号 ： 原規規収第 1912252 号 03 

 

 

 

 

 

令和元年１２月 

原子力規制委員会
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Ⅳ 検査範囲 

１ 検査対象設備及び範囲 

  検査対象設備及び検査範囲は、工事計画に記載された下記の設備とする。 

 

高浜発電所第４号機 

 原子力設備 

名称 個数 

原子炉冷却系統設備 

一次冷却材の循環設備 

蒸気発生器※ 

 

１ 

 

※：メカニカルプラグ取付伝熱管はＡ蒸気発生器伝熱管１本(Ｘ:８５ 

Ｙ:２)、Ｂ蒸気発生器伝熱管１本(Ｘ:９２ Ｙ:８)及びＣ蒸気発生器

伝熱管３本(Ｘ:４５ Ｙ:５，Ｘ:５２ Ｙ:９，Ｘ:９１ Ｙ:４)であ

る。 

 

２ 工事計画認可・届出関係 

 

届出番号 

（届出年月日） 

関原発第３５８号 

（２０１９年１１月１５日） 

上記以降の変更については、検査時に使用前検査申請書の変更申請により確認す

る。 
 

Ⅴ 検査方法 

１ 共通事項 

（１）使用前検査申請書の確認 

  ① 検査前確認事項 

   a 本検査に係る使用前検査申請書（変更申請を含む。）が準備されていることを

確認する。使用前検査成績書の「３ 検査申請」に申請番号（変更申請番号を

含む。）を記載する。 

   b 検査をする工事の工程及び期日が申請書どおりであることを確認する。 

c 工事計画の届出番号の記載が適切であることを確認する。 
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 ２ 検査手順 

原子炉等規制法第４３条の３の１１に基づく使用前検査が終了していること及び電気

事業法に基づき届出された工事計画の内容が原子炉等規制法に基づき届出された工事計

画の内容と同一であることを確認する。 

 

Ⅵ 判定基準 

工事が電気事業法に基づき届出された工事計画に従って行われたものであること。 
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別紙１ 

 

 

 

 

関西電力株式会社 

高浜発電所第４号機 
 

工事の計画に係る全ての 

工事が完了した時に係る 

使用前検査成績書 
 

 

 

設 備 名 ： 原子炉冷却系統設備 

 

系 統 名 ： 一次冷却材の循環設備 

  蒸気発生器 

 

要領書番号 ： 原規規収第 1912252 号 03 

 

 

 

 

 

    年  月 

原子力規制委員会 
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使用前検査成績書 

 

１ 発電所名    関西電力株式会社 高浜発電所第４号機 

 

２ 検査の種類   工事の計画に係る全ての工事が完了した時に係る使用前検査 

 

３ 検査申請    使用前検査申請番号 

 

４ 検査期日    自     年  月  日 

          至     年  月  日 

 

５ 検査場所    原子力規制委員会原子力規制庁 

           東京都港区六本木１－９－９ 六本木ファーストビル 

  関西電力株式会社 高浜発電所 

   福井県大飯郡高浜町田ノ浦 

 

６ 検査範囲    高浜発電所第４号機 

原子力設備 

原子炉冷却系統設備 

一次冷却材の循環設備 

蒸気発生器※    ３個 

※：メカニカルプラグ取付伝熱管はＡ蒸気発生器伝熱管

１本(Ｘ:８５ Ｙ:２)、Ｂ蒸気発生器伝熱管１本(Ｘ:

９２ Ｙ:８)及びＣ蒸気発生器伝熱管３本(Ｘ:４５ 

Ｙ:５，Ｘ:５２ Ｙ:９，Ｘ:９１ Ｙ:４)である。 

 

７ 判定基準    工事が電気事業法に基づき届出された工事計画に従って行われたも

のであること。 

 

８ 検査結果 

 

９ 検査実施者   電気工作物検査官 

                  印 

 電気工作物検査官 

                  印 


